
 

※令和３年度以前入学生用 

学校番号 ３００３ 

令和５年度 工業科 

 

教科 工業 科目 機械設計 単位数 ３単位 年次 ３年次 

使用教科書 新機械設計 （実教出版） 

副教材等  

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

 機械は機構と機械要素から成り立っている。機械を構成する部品にかかる力に対して、必要以上

の強度を持たせると機械は重く、大きくなり、コスト面からみてもデメリットが多い。また逆に強

度が足りない場合や、ネジの本数が足りない場合などは機械の破損などの事故にもつながる。 

 機械設計では、器具、機械を設計するための必要最小限の力学に関する基礎的な知識や締結要素、

伝達装置など機械を構成する要素の役割や選定方法を総合的に学習する。 

 また、実際の設計で用いる数式の理解に努めることにより、基礎的な数学力も養う。 

 

２ 学習の到達目標 

 機械設計に関する基礎的な知識と技術を習得させ、機械・器具などを創造的、合理的に設計する

能力と態度を育てる。 

 3年では曲げを受ける部材の強さから機械部品の要素である歯車までを、どのような力が働いて

どのように強度を保つようにしているのかを基礎的な考え方とその強度計算の方法を理解する。将

来、ものを作る上で必要となる機械設計の基礎的能力を養う。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

機械設計に関する事

象に関心をもち、意欲

的に探求する態度を

身につけようとする。 

機械設計に関する事

象について、論理的に

考えたり、分析したり

して、総合的に判断で

きる。また、その過程

や結果および考え方

を的確に表現できる。 

機械設計に関する事

象について、論理的

に探求する方法、そ

の過程や結果および

考え方を身につけて

いる。 

機械設計に関する事

象について、基本的

な概念や基礎的な知

識を理解し、身につ

けている。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

授業中のノートやプ

リントの記述、提出状

況 

出席状況 

考査評価 

学習状況の観察 

授業中のノートやプ

リントの記述、提出状

況 

出席状況 

考査評価 

学習状況の観察 

授業中のノートやプ

リントの記述、提出

状況 

出席状況 

考査評価 

学習状況の観察 

授業中のノートやプ

リントの記述、提出

状況 

出席状況 

考査評価 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



 

※令和３年度以前入学生用 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

         

材
料
の
強
さ
と
使
い
方 

         

3．曲げを受ける部材の強さ 

4．せん断・ねじりを受ける部

材の強さ 

5．部材の破壊 

6．座屈と構造物 

 

○ 

○ ○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

a: 曲げ、せん断・ねじり、破

壊、座屈に関心を持ち、部材の

強さや応力・変形、原因や対策

について探求し、理解しようと

する。 

b: 曲げモーメントやせん断、

ねじりの強さを考察できる。破

壊や座屈の原因や対策を考察

できる。 

c: はりの反力や曲げモーメン

ト、せん断・ねじりの応力の計

算方法を身につけている。破壊

や座屈の原因を理解し、その対

策を講じることができる。 

d: はりの曲げ強さに対する工

夫を理解し、曲げやせん断、ね

じりを受ける部材の応力が計

算できる。破壊や座屈の概念を

理解し、構造物の設計に活用が

できる。 

学習状況の

観察 

授業中のノ

ートやプリン

トの記述、提

出状況 

出席状況 

考査評価 

２
学
期 

        

安
全
・環
境
と
設
計 

1．安全・安心と設計 

2．環境に配慮した設計 

○ 

○ 

  ○ 

○ 

a機械の安全に関心を持ち、安

全で安心な製品や利用者に配

慮した設計、環境への負荷を最

小にする設計を理解し、追求し

ようとする。: 

b: 信頼性や安全性を高める方

法を考察できる。資源やエネル

ギーの有効利用や環境の保全

を理解した設計が求められて

いることを考察できる。 

c信頼性や安全性を高めるため

になされている設計の考え方、

環境・安全への配慮の考え方を

身につけている。: 

d: 信頼性や安全性を高めるた

めの幅広い知識や方法を理解

し、それを製品設計の中に活用

できる基礎的な力を身につけ

ている。 

学習状況の

観察 

授業中のノ

ートやプリン

トの記述、提

出状況 

出席状況 

考査評価 
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ね
じ 

1．ねじの種類と用途 

2．ねじの強さ 

3．ねじのはめあい長さ 

4．ねじを回すトルクと緩み止

め 

○ ○  

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

a: ねじの種類と用途を、機械

製図などと関連させながら学

習できている。 

b: ねじは斜面を円筒に巻きつ

けたものと考えることができ

ている。 

c: ねじを締め付ける力やねじ

の効率を求めることができる。 

d: ボルトやナットの使用目的

や形状を把握し、ボルトに働く

力が理解できている。 

学習状況の

観察 

授業中のノ

ートやプリン

トの記述、提

出状況 

出席状況 

考査評価 

軸
・軸
継
手 

1．回転軸 

2．軸継手 

○ ○ ○  

○ 

a軸の種類、キーやピンの特徴

や用途について関心をもって

いる。: 

b: 使用目的によって軸にねじ

りや曲げなど、働く荷重を考え

ることができる。 

c: 軸に働くモーメントや応力

を計算によって求めることが

できる。 

d: 軸にかかる荷重に応じて軸

の直径が決定されることや、軸

継手について理解ができてい

る。 

学習状況の

観察 

授業中のノ

ートやプリン

トの記述、提

出状況 

出席状況 

考査評価 

３
学
期 

       2

学
期 

        

軸
受 

1．軸受の種類 

2．転がり軸受 

3．滑り軸受 

○  

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ a:軸受の種類や特徴、用途につ

いて関心をもっている。 

b: 使用目的によって軸受に働

く荷重を考えることができる。 

c: 軸に働く荷重や寿命などを

計算によって求めることがで

きる。 

d: 軸受の種類や用途について

理解できている。 

学習状況の

観察 

授業中のノ

ートやプリン

トの記述、提

出状況 

出席状況 

考査評価 

歯
車 

1．歯形 

2．インボリュート平歯車 

3．平歯車の設計 

4．歯車伝動装置 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

a: 歯車の動力伝達要素がもつ

特徴について関心をもってい

る。 

b: 必要な伝達力の大きさに応

じて適切な機構を選択できる。 

c: 平歯車について規格に基づ

いた設計ができる。  

d: 設計の要領と JIS の一般用

平歯車の適応について理解で

きている。 

学習状況の

観察 

授業中のノ

ートやプリン

トの記述、提

出状況 

出席状況 

考査評価 
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※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


